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本発表では、日本の高等教育を取り巻く国際化の潮流とキー

ワ ー ド を 概 観 し、CLIL(Content and Language 

Integrated Language Learning：内容言語統合型学習 )

と ４ つ の C（Content, Communication, Cognition, 

Culture/Community）を通した言語学習と国際共修の有

効性について皆様と議論ができればと思います。　

欧州発のバイリンガル教育の手法 CLIL は、効果の高い英語

教育法として全世界に急速に広まっています。本発表では理

工系の学部・学府で学ぶ多国籍の留学生と日本人が受講する

中～上級日本語クラス「プログレッシブ日本語Ⅰ・Ⅱ」の事

例を紹介したいと思います。この授業では、受講者が SDG

ｓの 17 目標を通して、世界と自国の課題を日本語で考え、

自分ゴト化し、行動を起こせるようになることを目指してい

ます。
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私は 10 年間工学部学士課程国際コースの
コーディネーターを務めており、工学研
究院附属国際教育支援センターのスタッ
フでもあります。九州大学・比較社会文
化学府で博士号を取得しました。
研究は、高等教育の国際化、異文化コミュ
ニケーション、外国語学習など、幅広い
分野を対象にしています。 私は現在、初中
級から専門レベルまで 3 つのレベルの日
本語コースを、学生が主題と第二言語を
同時に学ぶ CLIL( コンテンツと言語の統
合学習 ) アプローチを使用して教えていま
す。また、EMI( 英語媒体教育 ) により学
部教育も担当しています。
留学生担当教員として、九州大学の英語
理工系英語学位プログラムの留学生が、
自治体、NGO、国際交流協会の支援を受
けながら近隣地域に貢献するサービス・
ラーニングやコミュニティ・エンゲージ
メントを強く推進しています。


